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熊楠は 1909（明治 42）年 9 月 27 日付の『牟婁新報』に掲載された「世界的学者として知られた
る南方熊楠君は如何に公園売却事件を見たるか」という記事の中で、はじめて神社合祀反対意見を公
にした。以後、熊楠は牟婁新報を主な寄稿先として、神社合祀反対の論陣を張ることになる。 




































年 8月 6日） 








（「新庄村の合併について」牟婁新聞、昭和 11（1936）年 8月 23日） 
二つのコメントには 25 年という時間の隔たりがあるが、熊楠の主張は生態学（エコロジー）という
観点に立っているという意味ではまったく揺らいでいない。そして、神島を巡る熊楠の仕事は、後世
の生態学者たちによって見事に利用されているのである。 
 もっとも、熊楠たちの最初の保全運動である保安林指定の際、すでに神島はワンジュが全滅するほ
どの深刻なダメージを受けていたらしいのだが、その後、長い時間をかけて植生が回復したことも含
めて、熊楠は克明に記述してくれている。熊楠没後も、時代に応じたかたちで護られてきた幸運な神
島ではあるが、熊楠の頃からその植生は人間社会の影響を受けながら変化し続けているのである。 
もしかしたらこの小さな島は、いつの時代も、私たち人間と自然とのかかわりの深さを表す指標の役
割を担ってくれているのかもしれない。 
 
まとめ 
 以上、駆け足で見てきたように、熊楠の活動、とくに社会的な活動については、そのほとんどが田
辺に定住してからのことであり、家族や仲間、自然環境等のすべての環境とのかかわりのなかから紡
ぎだされたものなのである。 
自らの名前に熊野の「熊」と社叢の大木である「楠」を頂く熊楠が「くちくまの」田辺で取り組んだ
仕事は、「生物多様性」や「共生」といった現代的な課題に通じる萌芽的な内容を含んでいるだけで
なく、人文・自然の両分野にまたがる複層的な関心から、彼が生きた「近代」という時代の行方を考
えようというスケールのものであった。 
また、そうした熊楠のユニークな仕事を可能にしたのは、人と自然が豊かにかかわりあうことで醸成
されてきた日本文化の原点のようなものが感じられる田辺の街のちからでもある。そして、その田辺
の街には、いまでも熊楠の息吹を感じることができる場所が少なくない。ぜひとも足を運ばれること
をお勧めしたい。 
 
